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県民体育祭空手道優勝
▶
空
手
道　
圧
倒
的
な
リ
ー
ド
で
優
勝

芦北町演能会
　10 月3 日しろやまスカイドーム
で演能会が開催されました。
　会に先立ち、熊本県神社庁雅楽
部会による演奏が行われ、竹㟢町
長が能奉行を行い、演能会が始ま
りました。
　演目は狂言「棒縛」と能「天鼓」
を披露し、喜多流能楽師の演舞に
観客は魅了されました。

② ①

⑥ ⑤
⑦ ⑧

①世界最古のオーケストラともいわれる雅楽の演奏
②沢山の来場者で埋め尽くされた観客席
③狂言・能の前に狩野祐一氏による演目の解説
④熊本県議会　荒川知章議員
　芦北町議会　宮内道則議長
　芦北警察署　斉藤晴士署長
　芦北地域振興局　門㟢博幸局長
　JA あしきた　白坂主税組合長
　肥後三郎弓・弓師の松永重昌氏による火入れ式
⑤能奉行の竹㟢町長の合図で演能が開始
⑥酒好きの召使を縛る主人「狂言」
⑦縛られても酒を飲み、主人に見つかった召使
⑧天鼓の霊が現れ、喜びの舞を舞う。「能」

▶
優
勝
し
た
空
手
チ
ー
ム

▶
準
優
勝
の
相
撲
チ
ー
ム

▶
3
位
の
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム

　

天
草
で
開
催
さ
れ
た
第
79
回
熊
本
県
民

体
育
祭
は
２
週
に
渡
り
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。団
体
競
技
で
は
３
種
目
が
上
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。な
お
、空
手
道
は
４
連
覇
。

▶
相
撲　
引
き
落
と
し
見
事
に
決
ま
る

▶
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
予
選
で
は
大
差
で
圧
勝
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まちのわだい

▲回収したゴミは 110kg

意識向上防災士研修会

　毎年秋に内水面漁業協同組合が
管理する佐敷川の河川清掃を行い
ました。
　桑本憲任副組合長は、「ビニール
などのゴミだけでなく、令和2 年豪
雨で流れ込んだ鉄のゴミが河川内
に埋まっているので、安全な漁業の
ためにも、今後も清掃活動を続け
たい。」と作業の感想を話しました。

9 月9 日 佐敷川の河川清掃活動

▲防災士の助言は地域の防災活動に貢献できることを説明

　防災士スキルアップ研修会が行わ
れ、町内で防災士の資格を持つ20 名
が参加しました。講師は熊本県自主
防災活動支援員の日髙孝一氏が行い
ました。防災士に期待する活動として

「自主防災組織の防災計画策定指導
や活動の助言を行って欲しい。教える
ことが楽しくなれば、自分の勉強不足
がわかり、防災についてもっと知りた
くなる。」それによって防災意識の向
上になると指導しました。

学校建設支援佐敷小でバザー

▲マッサージでお客さんを笑顔に

　佐敷小学校は「カンボジアの学校
支援」のチャリティーバザーを行い
ました。物を売るだけでなく、遊びや
マッサージを行い料金をもらっていま
した。
　3 年1 組の田口大晴さんは、「マッ
サージされている人が気持ちよくな
るよう頑張った。」と感想を話しまし
た。売上金等はカンボジア学校建設
基金に寄付されます。

9 月6 日

9 月13 日

まちのわだい

交通安全相撲甚句披露

　熊本県建設業協会芦北支部が、
町内の小中学校の普段清掃など行
き届かないところの作業をおこな
いました。内野小学校の宮㟢校長
は、「学校職員ではできない高木の
伐採等を行っていただき、安全安
心な環境が整いました。建設業組
合の皆様に心より感謝申し上げた
い。」と話しました。

9 月19 日 小中学校の清掃ボランティア

▲交通安全甚句を披露する芦北警察署署員

　交通安全出発式がしろやまスカイ
ドームで開催されました。
　式では、芦北マンドリンクラブの演
奏やあしきたまちのこども園の園児
の歌があったほか、芦北町相撲甚句
会と芦北警察署署員（斉藤署長、舩
本交通係長、若手署員）の交通安全相
撲甚句の披露がありました。警察署
では発表まで週に2 回練習を行い、
大変努力されたということでした。

交通安全看板を更新

▲建て替えの最後は看板を地面に固定して完成

　芦北町交通安全協会湯浦支部は
国道３号に設置していた、看板の建て
替えを行いました。看板は今年の台風
１０号で壊れたものです。湯浦支部長
の内田喜一さんは「芦北管内から1
件でも事故件数を減少させたい思い
で、役員の協力を頂き再度立て直しま
した。日が暗くなるのが早くなってき
ますので、ライトの点灯も早くお願い
します。」と話しました。

9 月18 日

9 月19 日

▲高所作業車を借りてきて樹木の伐採を行う熊本県建設業芦北支部組合員
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佐敷地区
松村 重人・正子

大園 一就・久美子
桑村 正男・精子

桑原 健一・ちよ子
吉永 清次・ひろ子
山本 豊道・和代

山村 冨士吉・ふさ子
楠原 眞幸・邦子

宮㟢 春喜・美彌子
岡下 幸吉・初代
川口 敏秋・光子
林田 幸雄・和子
白坂 光雄・尚美
田中 優・眞由美

大野地区
城 文博・裕子
木川 保・益子

白坂 總一・豊子

吉尾地区
中川 讓司・千佳子

田浦地区
溝下 通・清美

篠原 正美・榮子
永野 豊樹・壽美子
大丸 清光・靜代
窪 一・アヤ子

倉永 淳一・恭子
豊田 幸明・洋子

湯浦地区
稲冨 武義・惠美子
福浦 正一・てるみ
馬場 實義・靜子
鎌木 義光・廣美
牧野 新一・敏枝
立福 到・きよ子

益田 英治・眞由美
本田 豊・壽子

平生 信雄・江津子
上野 晴夫・富代

山本 和久・加代子
道園 堅雄・鈴子

金
婚
夫
婦

　
　
　
表
彰
式

　
9
月
11
日
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
芦
北
町
で
は
37
組

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。熊
本
日

日
新
聞
社
を
代
表
し
て
毛
利
聖

一
取
締
役
業
務
局
長
が
、「
現
在

の
上
皇
が
ご
成
婚
さ
れ
た
こ
と

を
祝
っ
て
始
め
た
金
婚
夫
婦
表

彰
は
、今
年
で
66
回
目
で
県
内

で
２
５
０
５
組
が
表
彰
の
対
象

で
す
。こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留

意
さ
れ
末
長
く
幸
せ
に
お
暮
ら

し
く
だ
さ
い
。」と
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
竹
㟢
町
長
が
「
金
婚

式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
睦
ま
じ
く
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
は

高
齢
社
会
で
す
の
で
、体
が
動

▶
吉
尾
・
大
野
・
佐
敷
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
田
浦
・
湯
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▲あいさつされる
　毛利熊日業務局長

▲代表で謝辞を述べる中川夫妻

▲毛利局長から表彰状伝達を受ける道園夫妻 ▲祝辞を述べる
　　　　竹﨑町長

▲祝い唄保存会による「祝いめでた」

く
限
り
仕
事
に
、村
の
手
伝
い

な
ど
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ

が
若
さ
を
保
つ
秘
訣
で
す
。」と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
参
加
者
代
表
で

中
川
讓
司
・千
佳
子
夫
婦
か
ら
、

「
厳
粛
、盛
大
に
表
彰
式
を
開

式
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
こ

の
上
無
い
喜
び
と
感
謝
感
激
に

堪
え
ま
せ
ん
。残
さ
れ
た
人
生

を
夫
婦
と
も
に
仲
良
く
健
康

に
留
意
し
な
が
ら
少
し
で
も
地

域
や
町
の
発
展
の
た
め
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

▲内山社会福祉協議会会長から
　　　　　　　　記念品を受け取る白坂夫妻
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盛
土
等
の
行
為
に
は

　
　
許
可
・届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
令
和
３
年
７
月
に
静
岡
県
熱
海
市
で
大
雨

に
伴
う
盛
土
の
崩
落
に
よ
り
甚
大
な
人
的
・

物
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、盛
土
等
に
よ
る
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
・身
体
を
守
る
た
め
「
宅

地
造
成
等
規
制
法
」が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
、

土
地
の
用
途
（
宅
地
、森
林
、農
地
等
）に
か

か
わ
ら
ず
、危
険
な
盛
土
等
を
全
国一律
の
基

準
で
規
制
す
る
「
盛
土
規
制
法
」が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

【
盛
土
規
制
法
と
は
】

①
２
種
類
の
規
制
区
域
を
熊
本
県
が
指
定
し

　
ま
す
。

②
規
制
区
域
内
で一定
規
模
以
上
の
盛
土
等
を

　
行
う
場
合
に
は
、許
可
・届
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。

③
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、法
定
の
安
全

　
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
規
制
区
域
内
の
盛
土
等
が
行
わ
れ
て
い
る

　
土
地
で
は
、土
地
所
有
者
等
が
、常
に
安
全

　
な
状
態
を
維
持
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

  【
盛
土
規
制
法
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ　
規
制
区
域
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　
盛
土
等
の
災
害
か
ら
、人
命
を
守
る
た

　
　
め
に
指
定
さ
れ
る
区
域
で
す
。

　
　
「
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
」と

　
　
「
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
」の
２
種
類
が

　
　
あ
り
ま
す
。

引用元：国土交通省パンフレット

宅地造成等工事規制区域
市街地や集落。その周辺など、
盛土等が行われれば人家等に
危害を及ぼしうる地域を指定

特定盛土等規制区域
市街地や集落などから離れている
ものの、地形等の条件から盛土等
が行われれば人家等に危害を及ぼ
しうる地域等を指定

Ｑ　
ど
の
よ
う
な
行
為
が
許
可
・届
出
の
対

　
　
象
と
な
り
ま
す
か
？

Ａ　
一定
規
模
以
上
の
盛
土
・切
土
や
、一時
的

　
　
な
土
石
の
堆
積
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
例
え
ば
…

　

  

・農
地
に
盛
土
を
し
て
宅
地
に
す
る

　

  

・盛
土
・切
土
を
し
て
、山
に
太
陽
光
パ

　
　
ネ
ル
を
設
置
す
る

　

  

・土
捨
て
場
を
つ
く
る

　

  

・農
地
を
土
砂
の一時
的
な
保
管
場
所
と

　
　
し
て
貸
し
出
し
、土
砂
を
置
く

　
　
な
ど
の
行
為
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
注
意
◆

　
農
地
な
ど
の
土
地
を
業
者
に
貸
し
出
し
、

そ
の
業
者
が
無
許
可
で
盛
土
等
を
行
っ
た
り
、

危
険
な
盛
土
等
を
行
っ
た
り
す
る
場
合
は
、業

者
だ
け
で
な
く
、土
地
所
有
者
等
も
責
任
を

問
わ
れ
ま
す
。

Ｑ　
い
つ
か
ら
許
可
・届
出
が
必
要
と
な
り

　
　
ま
す
か
？

Ａ　
令
和
７
年
度
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
詳
し
い
日
程
は
、今
後
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ　
家
の
近
く
に
崩
れ
そ
う
な
盛
土
が
あ
り

　
　
ま
す
が
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　
盛
土
の
割
れ
や
地
下
水
の
流
出
等
が
み

　
　
ら
れ
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
ま
ず
は
県
や
市
町
村
の
窓
口
ま
で
お
知

　
　
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ先】
熊本県土木部建築住宅局
建築課盛土対策・宅地指導班
☎️096（333）2542
mail　kenchiku@pref.kumamoto.lg.jp

県ホームページ 国交省ホームページ

イラストについては国交相パンフレットより引用

水
俣
病
関
連
情
報
発
信
支
援
事
業

　
第
15
回
う
た
せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ
講
座

　
9
月
21
日
女
島
活
力
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
も
や

い
）で
う
た
せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
水
俣
病
や
環
境
問
題
に
関
す

る
思
い
」と
い
う
題
材
で
中
学
生
の
発
表
が
あ
っ

た
後
、水
俣
病
資
料
館
語
り
部
の
、川
本
愛一郎

さ
ん
が
『
水
俣
病
事
件
〜
父
の
勇
気
と
家
族
の

愛
の
物
語
〜
』と
い
う
題
目
で
講
演
し
ま
し
た
。

川
本
さ
ん
は
「
父
は
、水
俣
病
患
者
を
支
援
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
言
わ
れ
な
き
差
別

を
受
け
た
が
、沢
山
の
人
に
も
助
け
ら
れ
た
。差

別
は
良
く
な
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
ポ
リ
ス
と
は
、警
察
官
と
コ
ン
ビ
ニ

各
店
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
相
互
連

携
の
下
双
方
の
課
題
解
決
を
行
い
、地
域
の
よ

り
良
い
安
全
安
心
な
環
境
構
築
を
目
指
す
制
度

で
す
。署
員
が
決
意
表
明
を
読
み
、コ
ン
ビ
ニ
各

社
に
渡
し
ま
し
た
。

　

発
足
式
後
は
、コ
ン
ビ
ニ
で
強
盗
や
電
子
マ

ネ
ー
詐
欺
に
つ
い
て
防
犯
訓
練
が
あ
り
、コ
ン
ビ

ニ
店
員
が
参
加
対
応
し
ま
し
た
。

▶
藤
崎　
湊
大
さ
ん

▶一川　
洋
介
さ
ん

▶
井
川　
七
海
さ
ん

▶
講
演
し
た
川
本　
愛一郎
氏

◀️
左
３
名
は
中
学
生
の
発
表

▶
決
意
表
明
を
読
む
署
員

▶
芦
北
海
岸
付
近
を
遊
覧
す
る
う
た
せ
船

地
域
住
民
の
安
全
・安
心
に
寄
与

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
ポ
リ
ス
発
足
式

▶
逃
げ
る
犯
人
に
カ
ラ
ー
ボ
ー

　
ル
を
ぶ
つ
け
る
訓
練
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芦北町地域優良賃貸住宅「友田団地」入居者募集
 友田団地の入居者を、下記のとおり公募します。
入居者募集住宅概要
　・所 在 地　芦北町大字湯浦９１番地２
　・構造など　木造２階建て（３ＬＤＫ、９７．９１㎡）
　・主な設備　システムキッチン（ガスコンロ　３口）、洗面化粧台、ユニットバス
　　　　　　　ウォシュレット付きトイレ、薪ストーブ、防犯カメラ　　など
・募集戸数　１５戸：１棟２戸（７棟）、１棟１戸（１棟）
　・家　　賃　６０，０００円（共益費別）
　・駐車場代　１台につき月額１，０００円（※２台以内）
　・敷　　金　家賃月額の３ヶ月分
◆入居資格
　・現に同居し、または同居しようとする親族があること。
　・町税等の滞納がないこと。
　・保証能力を有する連帯保証人（２人）がいること。
　・入居する者全員の合計所得をもとに計算した月額所得（※下記参照）が、１５８，０００円を
　  超えること。など
◆募集期間　令和6 年10 月21 日（月）〜令和6 年11 月15 日（金）まで
◆申込方法　地域優良賃貸住宅入居申込書に、下記①〜④を添付し提出。
　①所得証明書②住民票③納税証明書④その他申込内容を証明する書類
　　※①、②、③は、入居予定者全員分
　　※①、②は町内在住者の場合、個人番号の記載により省略可
◆選考方法　申込者が多数の場合、抽選会を行い決定する。
◆内 覧 会　令和6 年11 月10 日（日）
◆入居予定　令和6 年12 月
＊申込先・問い合わせ先　建設課　住宅係　☎️（83）９６８３

月額所得　＝　
（世帯の年間所得額）　−　（表１の控除額合計）

12（ヶ月）

月額所得　＝　
12（ヶ月）

円　−　　　　　　　　　円
＝　　　　　　　　円

月額所得の算出方法

▲キッチンからリビングの空間
◀️
2
階
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
室

▶
玄
関
か
ら
階
段

▼建物の外観（外構は工事中）

「友田団地」の室内と外観
※室内の写真は広角レンズで撮影したものを合成していますので湾曲しています。

控除の種類 控除額 控除の内容
①扶養親族 38 万円 申請者以外の同居親族及び遠隔地扶養親族 円
②特定扶養親族 25 万円 所得税法の扶養親族のうち16 歳以上23 歳未満の人 円
③老人扶養親族 10 万円 所得税法の扶養親族のうち70 歳以上の人 円
④特別障害者 40 万円 特別障害者の人がいるとき 円
⑤普通障害者 27 万円 普通障害者の人がいるとき 円
⑥ひとり親 35 万円 所得500 万円以下で、未婚もしくは配偶者と離婚・死別した後に

結婚しておらず所得が48 万円以下の子と生計を一つにする人 円

⑦寡婦 27 万円 所得500 万円以下で、夫と離婚後婚姻しておらず、所得が48 万円
以下の扶養親族がいる人もしくは夫と死別後婚姻していない人 円

⑧給与所得者
または年金所得者 10 万円 円

合　　　計 円
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投票区 対象地区名 投票所施設名 投票時間
1 田浦１、田浦２、田浦３、田浦４ 田浦中学校体育館 午前７時〜午後７時
2 田浦町１、田浦町２、田浦町３、田浦町４ 芦北町地域活性化センター 午前７時〜午後７時
3 小田浦１、小田浦２、小田浦３、小田浦４ 宮浦地区ふれあいセンター 午前７時〜午後６時
4 小田浦５、小田浦６、小田浦７ 小田浦福祉センター 午前７時〜午後６時
5 波多島、井牟田１、井牟田２ 上田浦地区社会教育センター 午前７時〜午後５時
6 海浦１、海浦２ 海浦公民館 午前７時〜午後６時
7 横居木、永谷 横居木公民館 午前７時〜午後５時
8 鶴木山 鶴木山地区集落センター 午前７時〜午後５時
9 計石西、計石東 計石公民館 午前７時〜午後６時
10 白岩、道川内西、道川内東、乙千屋 佐敷小学校体育館 午前７時〜午後７時
11 花西、芦北、向町、本町、上町、新町 芦北町総合コミュニティセンター２階 午前７時〜午後７時
12 花北、花東、諏訪、桑原、八幡、宮浦、伏木氏 諏訪公民館 午前７時〜午後７時
13 田川 田川公民館 午前７時〜午後５時
14 松生、大尼田、立川 大尼田地区生涯学習センター 午前７時〜午後５時
15 大岩一、大岩二、岩屋川内、黒岩、上原 大岩公民館 午前７時〜午後５時
16 吉尾、市居原、箙瀬、内木場、高田辺、海路 吉尾出張所（投票所変更） 午前７時〜午後５時
17 天月、白木、塩浸、白石、小口 下白木公民館 午前７時〜午後６時
18 東告、西告（桑沢見除く） 告地区生涯学習センター 午前７時〜午後５時
19 市野瀬、大野、西告（桑沢見） 大野地区構造改善センター 午前７時〜午後６時
20 国見 杉園公民館 午前７時〜午後５時
21 丸山・米田 中小場公民館 午前７時〜午後６時
22 古石南 上木場開拓公民館 午前７時〜午後４時
23 古石北（尾奈古除く）、高岡南 古石地区生涯学習センター 午前７時〜午後５時
24 高岡北、大川内南、大川内東、大川内西、古石北（尾奈古）大川内南公民館 午前７時〜午後６時
25 倉谷、豊岡 岡地区農村集落センター 午前７時〜午後５時
26 宮崎、湯南、湯北、湯東、湯南団地 芦北町もやい直しセンター 午前７時〜午後７時
27 平生 平生コミュニティセンター 午前７時〜午後５時
28 女島西 大崎地区集落センター 午前７時〜午後５時
29 沖 沖地区漁村センター 午前７時〜午後５時
30 福浦 福浦公民館 午前７時〜午後４時

●期日前投票所
◦芦北町役場本庁舎２階
◦田浦支所１階

10 月16 日（水）から10 月２6 日（土）まで
10 月23 日（水）から10 月２6 日（土）まで

※選挙入場券（はがき）で投票場所を確認し、投票を行ってください。
※開票は10 月２7 日（日）午後８時３０分から地域活性化センター（田浦支所横）で行います。
　観覧席は２階となり、一般観覧者の入場は午後８時からです。
※移動期日前投票車が巡回します。対象地区の人には別途案内を送付します。

投 票 所 一 覧 表

仕事や旅行などで投票日に投票に行けない人は、期日前投票ができます。
10 月27 日（日）は衆議院議員総選挙の投票日

（
※選挙入場券（はがき）が届いている場合は、入場券をお持ちください。

助
成

■地域振興事業
　地域の特産品を活用した新製品の開発や町を元気に
するイベントなどに助成されます。

地域づくり活動などを応援します
水俣・芦北地域振興財団助成事業

対象者  町内に事業所を置く団体

対象と
なる事業

地域の産業振興や地域住民などの自主的な
地域づくり活動に関する事業

申込期限  11 月 22 日（金）

助成限度額 ◦事業費の 2/3 以内で 350 万円以内
◦若年層支援事業については 30 万円以内

実施団体 取組内容

有限会社 御立岬 岬から始まるオリーブの里づくり事業

赤松館保存会 赤松館を活用した文化継承・青少年育成、
100 年カレー復活事業

特定非営利活動
法人

いただきアース

生命食いただきアース
（地球環境を考慮した農業
　　　　　　　　及び地域振興事業）

株式会社 CLASSY 　御立岬周辺施設を活用した
　　　　　　　　　交流人口創設事業

■環境技術研究開発事業
　環境配慮型の研究開発に関する事業などに助成され
ます。

対象者
 ・水俣市・葦北郡において事業を行う法人
 ・上記法人と連携して事業を行う大学・
　　　　　　　　短期大学・高等専門学校

対象と
なる事業

 ・環境配慮型先端技術研究開発事業
 ・環境配慮型の研究開発を促進する事業

申込期限

 1 次募集：令和 6 年 12 月 2 日（月）
　　　　　　　 〜 令和 7 年 1 月 14 日（火）

 2 次募集：令和 7 年 1 月 20 日（月 )
　　　　　　　 〜 令和 7 年 2 月 28 日（金）
　 ※ 1 次募集で締切る場合があります

（公財）水俣・芦北地域振興財団では、地域の産業振興に関する事業や地域住民等の自主的な地域づくり
活動などに対して、水俣・芦北地域振興計画に基づく地域振興事業として助成を行っています。

★令和 6 年度は 4 団体が取組を実施中

＊お問い合わせ先・申込先
　企画財政課 復興創生推進室 復興まちづくり係
　☎（８２）２５１１　（内線２５４）　

★令和 6 年度助成事業（抜粋）
 ・ 生活環境保全と地域資源循環のための生ゴミコンポ
スト化　〜リサイクルシステムの高度化〜

お問い合わせ先
スポーツ・文化振興課　生涯学習係☎️（87）1171

　プロの室内オーケストラ「長崎OMURA 室内合奏団」からヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバスの５人の演奏家が出演。
　弦楽五重奏から生まれる美しいハーモニーをお楽しみください。

芦北町演奏会

11/23土 13：15　開場　14：00　開演
芦北町地域活性化センター（田浦支所横） 入場無料

長崎OMURA室内合奏団　弦楽五重奏

齊藤　享
ヴァイオリン

田辺　清士
チェロ

太田　さおり
ヴァイオリン

池田　文子
ヴィオラ

亀子　政孝
コントラバス

午前8 時30 分〜午後8 時まで

※次の地区では、移動期日前投票所（車）を巡回します。
　　　　　　　伏木氏、永谷、黒岩、上原、内木場、高田辺、白石
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第
23
回
ロ
ー
ラ
ー
リ
ュ
ー
ジ
ュ
大
会

　
ロ
ー
ラ
ー
リ
ュ
ー
ジ
ュ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
練
習
に

つ
い
て
は
11
月
9
日
〜
16
日
ま
で
大
会
参
加
者
の
み
１
日

乗
車
券
を
１
，
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

　
男
女
や
年
齢
ご
と
に
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
、
表
彰
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
３
名
１
組
で
団
体
戦
も
あ
り
ま
す
。

　
◆
大
会
日
時　
11
月
17
日
（
日
）　
8
時
受
付

　
◆
大
会
参
加
費　
　
２
，
０
０
０
円

　
◆
申
込
締
切　
11
月
12
日
（
火
）

　
◆
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
芦
北
海
浜
総
合
公
園　
☎️(

８
２)

５
５
８
８

　
地
震
・
津
波
等
の
災
害
に
備
え
、
防
災
行
政
無
線
を
使

用
し
た
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
訓
練
実
施
の
際
は
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
「
只
今
か
ら

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
」
と
言
う
音
声
が
流
れ
、「
大
地

震
で
す
」
と
い
う
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
地
震
速
報
訓
練
に
併
せ
て
、
熊
本
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
訓
練
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
併
せ
て
、
参
加
者
が

自
主
的
に
行
う
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
訓
練
で
あ
る
「
プ
ラ

ス
ワ
ン
の
取
組
み
」
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
緊
急
地
震
速
報
訓
練
及
び
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
◆
日
時　
令
和
6
年
11
月
5
日
（
火
）
午
前
10
時
頃

　
◆
内
容　
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
の
実
施

　
　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
し
て
地
震
発
生
時
の
安
全

　
　
確
保
行
動
を
実
施　

　
　
※
安
全
確
保
行
動
と
は
、「
姿
勢
を
低
く
す
る
、し
ゃ

　
　
が
む
」
→
「
頭
や
体
を
守
る
」
→
「
揺
れ
が
収
ま
る

　
　
ま
で
動
か
ず
待
つ
」
の
３
つ
の
行
動
で
す
。
机
の
下

　
　
に
隠
れ
る
等
、身
を
守
る
行
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
取
組
み　

　
・
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認

　
・
防
災
情
報
の
確
認

　
・
家
具
の
固
定
状
況
の
確
認

　
・
備
蓄
品
・
非
常
持
出
品
の
確
認　
　
な
ど

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課
危
機
管
理
防
災
室
☎️(

８
３)

９
６
４
１

令
和
６
年
度
第
２
回
緊
急
地
震
速
報
訓
練

　

  

及
び
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
実
施

お 知 ら せ

◀
作
品
紹
介　
と
ん
ぼ
／
１
９
８
6
年

　
詩
画
作
家
、
星
野
富
弘
は
、
11
年
間
に
わ
た
り
月
刊
誌
な
ど
に
詩
画
を
連

載
し
て
い
ま
し
た
。
口
に
筆
を
く
わ
え
て
詩
画
を
描
く
星
野
に
と
っ
て
、
1

か
月
の
締
め
切
り
ま
で
に
描
き
上
げ
る
こ
と
は
相
当
な
労
力
が
必
要
で
し
た

が
、ど
ん
な
に
苦
し
い
時
で
も
連
載
を
欠
か
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
展
で
は
、
月
刊
誌
な
ど
の
連
載
作
品
を
ま
と
め
た
、
書
籍
『
速
さ
の
ち
が

う
時
計
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
を
中
心
に
特
集
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
の
常
設
展
『
秋
』
で
は
、「
木
の
葉
」
や
「
小
菊
」
な
ど
、

秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
展
『
私
の
時
計
』／
季
節
の
常
設
展
『
秋
』 

開
催
中

○
特
別
展
『
私
の
時
計
』
／
季
節
の
常
設
展
『
秋
』

　
期
間　
　
　
12
月
8
日
（
日
）
ま
で　

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

だより

芦北町いきいき活動レポート
楽しく介護予防

　６５歳以上の皆さんが楽しく活動に参加し介護予防になる取組は、将来の「長寿で輝くあし
きた」につながっています。芦北町では、そのような「いきいき活動」を表彰して、町全体に広め
ていく事業を行っています。

問い合わせ先　福祉課
 　　　介護高齢者福祉係☎（83）9669

　うぐいす会では手作りの「スリスリ棒」を使った
体操を行ったり、計算問題や工作にも取り組んで
います。先日は「いきいき百歳体操」の体験会も
実施しました。参加者からは「いきいき百歳体操
をこれからもやってみたい。日にちを決めてみん
なで楽しく参加したい。」と意欲的な声が聞かれま
した。

▲サロン活動の様子

▲いきいき100 歳体操体験会

前回表彰を受けた「うぐいす会（道川内東）」
　　　　　　　　　　の様子をご紹介します

　さぁ！みなさんも、近所で開催される活動に参加
したり、気の合う仲間でグループ活動をしたりし
てみませんか？表彰や奨励金についても、お気軽
にお問い合わせください。
　また、町の健診を受けることで介護予防ポイン
トが付与されますので、これから個別健診の申込
をしたい人は、お早めにご相談ください！

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A)

は
、
開

発
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
、
と

も
に
働
き
、
人
づ
く
り
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
海
外
協
力

隊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
◆
募
集
期
間

　
　
　
令
和
６
年
10
月
31
日
（
木
）
ま
で

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　

J
I
C
A
九
州
（
九
州
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎️
０
９
３
（
６
７
１
）
６
３
１
１

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
２
０
２
４
年
秋
募
集

お
し
ご
と
出
張
相
談
会
in
芦
北
町

　
み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い「
働
き
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。な
お
、詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
◆
期
日　
10
月
24
日
（
木
）

　
◆
時
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
◆
場
所　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和
室

　
◆
対
象　
15
歳
〜
49
歳
ま
で
の
求
人
者
及
び
そ
の
家
族

＊
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
☎️
０
９
６
５
（
３
７
）
８
７
３
９

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　
　
　
　
　
　
　
　

使
用
者
も
労
働
者
も

　
熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
給
額
９
５
２
円
（
令
和
6
年
10
月
5
日
か
ら
）

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　
　
　
☎️
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

も
や
い
祭
り
開
催

　
令
和
６
年
度
も
や
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
等
に
加
え
、

お
楽
し
み
抽
選
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
◆
日
時　
11
月
9
日
（
土
）　
10
時
〜

　
◆
場
所　
女
島
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
も
や
い
」

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
芦
北
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎️(

８
６)

０
２
９
４
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　7 月から地域おこし協力隊に着任しました田中
涼子です。少人数で自立できる自伐型林業習得の
ため、町内の自伐林家さんの山で施業に入らせても
らっています。チェーンソーと林内作業車やロープ
を使って間伐した木材の伐倒搬出を行っています。
　また、前任の協力隊が耕作放棄地対策実証での
ため飼育していた、大野地区にいるエミューのお世
話をするようになりました。食べ物は丸呑みするの
で、詰まらせないよう野菜や果物は刻んであげてい
ます。元々オーストラリアの生き物なので寒さに弱
いと聞き、風をしのげる鳥小屋を増築するつもりで
す。木工所さんが建築資材として端材をご提供くだ
さったり、近所の方からはくず米（現在の主食）をい
ただいたりと、芦北町の方々の優しさに触れ感謝で
いっぱいです。
　来年は米作りも始めたいと目論んでいまして、地域
の方々の手厚いバックアップに心から感謝しています。

SNS で情報発信中SNS で情報発信中

自伐型林業及び
　　　有害鳥獣対策推進

増永　良徳

吹
く
風
に
秋
の
気
配
の
稲
田
に
は
猪し

し

と
人
と
の
戦
い
始
ま
る

幼
子
は
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
く
田
圃
道
三
つ
の
影
が
ゆ
っ
く
り
動
く

少
し
ず
つ
伸
び
く
る
シ
ッ
ポ
揺
ら
し
つ
つ
カ
ナ
ヘ
ビ
今
朝
も
元
気
な
様
子

額
縁
の
ご
と
く
花
壇
を
彩
り
し
夏
水
仙
の
つ
か
の
間
の
夏

連
日
の
う
だ
る
暑
さ
の
放
映
に
刻
々
遠
の
く
や
る
気
い
ず
こ
に

「地域の発展に尽くした人々〜芦北出身の人物伝」
深川　裕二（『新　芦北町誌』編さん委員会事務局）

芦

北

短

歌

会

町民講座
日 常 の 書
今 村 富 美 子

　 今回の『新　芦北町誌』では、町内外で活
躍された芦北ゆかりの人物で、故人（平成 30
年時点）を対象に 56 名を取り上げています。
特にこの中から、我が国や郷土の発展に業績を
残しながら現在ではあまり知られておらず、ぜ
ひ覚えてもらいたい 2 人の方を 2 か月に渡っ
てご紹介します。
　まず 1 人目は森常樹（1859 〜 1927）で
す。森は花岡の出身で、西南戦争参戦後の明
治 12 年に慶応義塾に入社し、福沢諭吉宅に寄
宿などしながら勉学に励み、最優秀の成績で卒
業しました。苦学した森に福沢は「皸を縫ひし
人」との評を卒業のはなむけに送っています。
卒業後、福沢から『時事新報』編集部に誘われ
ますが、森は一教師として芦北に戻り、明治
16 年には 24 歳の若さで公立佐敷小学校校長
に就任。明治 19 年には葦北高等小学校校長と
なりますが、明治 25 年 3 月に突如、学校の廃
校が葦北郡長より通告されます。森は学業半ば
で放り出された児童のために独力無報酬で教育
を続ける一方、佐敷、湯浦、大野の各村長と協
議を重ね、翌 26 年 1 月に組合立葦北中央小学
校を創立しました。

　明治 30 年、恩師福沢の再三の招きにより上
京し、慶應義塾幼稚舎長に就任すると、大正 8
年に退職するまで歴代最長となる 21 年 5 ケ月
に渡り舎長を務め、本校舎の新築や修身要領の
制定、英語教育や健康運動の考案など児童教育
の一線で活躍しました。
　還暦を機に帰郷すると、佐敷町で学務委員

（現在の学校指導主事）として学校教育の充実
に努める一方、葦北農林学校の創設や『葦北郡
誌』編さん、講演活動など、社会教育や文化活
動、青少年教育の向上に尽力しました。
人格、識見ともに優れ、教育に尽くした人生は

「佐敷は幸福なり。則ち森先生のごとき人の在
ればなり」と評されました。

馬
場
　
泰
子

星
野
真
紀
子

宮
嶋
　
良
子

米
良
　
佑
子

小
川
　
勝
子

◀️
森
の
慶
應
義
塾
へ
の
入
社
記
録

　熊本市内から移住し、7 月1 日より地域おこし
協力隊として芦北町での活動を開始しました増永
良徳です。主な業務内容は、自伐型林業と鳥獣害対
策です。7 月には、役場や林業関係者への挨拶廻り
をはじめ、林業現場の視察や安全講習を受けまし
た。8 月からは、古石地区や大野地区の自伐林家の
方々の指導のもと、山林の施業を体験し、チェンー
ソーの使い方や効率的な木材搬出方法など、実践
的な技術を習得しました。並行して、安全対策も徹
底的に学びました。9 月には、町有林の防護ネットの
点検や、台風による倒木処理にも従事し、現場での
判断力と安全意識を高める経験を積んでいます。
　直近の目標は狩猟免許の取得です。また、地元農
家さんの手伝いを通じて、農業の技術も学び、林業
と農業の両立を目指して活動しています。役場や関
係者の皆さまからの温かい支援に深く感謝し、今後
も芦北町の森と自然を守りながら、地域に貢献でき
るよう精進していきたいと考えています。今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。

自伐型林業及び
　　　有害鳥獣対策推進

田中　涼子
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子育て支援センター  （11 月の行事）

 1 1日（月）①ベビーマッサージ
 14 日（木）②いただきます（園のごはんを食べます）
 20 日（水）③田浦保育園との交流会
22 日（金）④ふれあいヨガ
29 日（金）⑤ 10 月 11 月生まれおたんじょう会
※①②④⑤要予約　①先着 5 名、②先着 3 名

《田浦保育園》

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00
＊問い合わせ先　☎️（８７）００３４

《あしきた・まちのこども園》
  7 日（木）木の実で写真フレーム作り
14 日（木）クッキング（おやつ作り）を楽しもう
20 日（水）あしきた・まちのこども園との交流会
24 日（木）身体測定・プロジェクターを使って
26 日（火）絵本をみよう

◦子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
◦子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00
＊申込・問い合わせ先　☎️（８２）３０４４

児童館からのお知らせ（11 月の行事）

「 押 し 花 や 落 ち 葉 を 使 っ て
　 　 　 　 　 　 　 　 し お り を 作 ろ う ！ 」
▶︎日時　11 月 2 日（日）13：30 〜 15：30
▶︎内容　押し花や落ち葉を使ってオリジナルの
　　　　しおりを作ります。
　利用時間　毎週 火曜日〜日曜日 10：00 〜 17：00
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎️（82）3036

「 冬 野 菜 を 児 童 館 の 畑 に 植 え よ う ！ 」
▶︎日時　11 月 2 日（日）13：30 〜 15：30
▶︎内容　冬野菜を児童館の畑に植えます。
　　　　※成長した野菜は、収穫して持ち帰れます。
　利用時間　毎週 火曜日〜日曜日  10：00 〜 17：00
＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎️（86）0074

芦北町・八代市・氷川町
定住自立圏連携イベント情報

　
芦北町・水俣市・津奈木町

広域連携イベント情報

第 6 回ひかわボタニカルマーケット氷川町 水俣市
　今年もエコパーク水俣を会場に、九州各地の美味し
い和紅茶が大集合！和紅茶の飲み比べや、和紅茶に合
わせたスイーツも楽しんで頂けます。
▶︎日　時　　　10 月 27 日（日）9：30 〜 15：00
▶︎場　所　　　エコパーク水俣ふるさと広場
＊問い合わせ先
　みなまた和紅茶実行委員会事務局
　（水俣市役所農林水産課内）
　☎️（61）1634

　何もない町ですが、ココにしかない風景があります。
▶︎日　　時　11 月 3 日（日）10：00 〜 16：00
▶︎場　　所　氷川町宮原振興局前
▶︎イベント　① SNS 企画に参加してボタマグッズも
　　　　　　　らえるよ
　　　　　　②ピンクを身につけてボタマで使える金
　　　　　　　券ゲット（13：30 〜）
　　　　　　※①②ともに数に限りがあります。
＊問い合わせ先
　ひかわボタニカルマーケット実行委員会
　☎️ 0965（62）2021（氷川町商工会）

《芦北児童館》 《湯浦児童館》

　九州三大祭りの一つに数えられている、八代が誇る
歴史あふれる秋の大祭です。
▶︎御　夜　11 月 22 日（金）17：30 本町アーケード一帯
　お上り　11 月 23 日（土・祝）7：30 塩屋八幡出発
＊問い合わせ先
　八代妙見祭保存振興会（八代市文化振興課）
　☎️ 070（5819）8246

八代市 ユネスコ無形文化遺産
　国指定重要無形文化財　八代妙見祭

第 6 回九州和紅茶サミット in みなまた

　9 月 29 日に制作した《海渡り》の糸を引き上げ、鳥
居を元に戻す「糸あげの日」と島の祠の弁天様に津奈
木の安泰を祈る「弁天様のお祭り」を開催します。
▶︎糸あげの日　10 月 27 日（日）10：00 〜 13：00
　弁天様のお祭り 10 月 28 日（月）11：00 〜 14：00
　※10月26日（土）までは、作品をご覧いただけます。
▶︎場　　所　旧赤崎小学校
＊問い合わせ先
　津奈木町役場政策企画課☎️（78）3114

津奈木町 五十嵐靖晃《海渡り》

　著者は16 万人超のフォロワーを誇
る「片づけ」のトップインスタグラマー。

「今日の下着で救急車に乗れるか？」
「この服で誰かに会いたくないと思っ
たらその服は寿命」人生で何を大切に
すれば、モノ、服、思い出を上手に手放
すことができるのか。心地よくスッキリ
とした空間をつくれるのか。”捨てられ
る人生”へと優しく背中を押してくれる
1 冊です。

今月のイチ押し！

図書館だより図書館だより

今月の新着図書今月の新着図書

【開館時間】　 火・木・金　10:00 〜18:00 
　　　　　　  　 水　　   10:00 〜20:00 
　　　　　　 土・日・祝　  9:00 〜17:00

新着図書数

◦ 一般図書　　　７６冊
◦ 児童書　　　　２１冊
◦ 絵本　　　　　１９冊
◦ 合　　計　　１１６冊
　蔵書総数　62，634 冊

【休館日】 　  月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）　　　　　　　　

絵本の
読 み 聞 か せ
開催日　第 ２ 日 曜 日

時　間　

 
①１１：００
②１４：００
場  所　

子どもの広場

  今月の
特 集 展 示

お仕事特集
～こんな仕事が
　　　　あるなんて！～

読書週間
～新たな世界への扉を開こう～
男女共同参画
　～だれもがどれも選べる社会に～

【貸　出】　  2 週間以内・ひとり10 冊まで
　　　　       雑誌やマンガもあります

「この服で誰かに会いたくないな
　　　と思ったらその服は寿命」
yur.3( ゆりさん) 著/ サンマーク出版

凍空と日だまりと あさの　あつこ 芸人人語　旧統一教会・ジャニーズ・「ピカソ芸」大ひんしゅく編 太田　光 マインクラフトで楽しく学べる!社会のしくみ大図鑑 マイクラ職人組合

カフネ 阿部　暁子 私だけの水槽 松井　玲奈 津田梅子 中川　千英子

なんどでも生まれる 彩瀬　まる 三谷幸喜のありふれた生活　18 三谷　幸喜 ドクターエッグ　8 パク　ソンイ

あじろ 赤松　利市 六十路通過道中 群　ようこ ざんねんないきもの事典　まだまだ 今泉　忠明

贋品 浅沢　英 幸せへのセンサー 吉本　ばなな 飼育員がつくったサルの図鑑 日本モンキーセンター

娘が巣立つ朝 伊吹　有喜 それでも毎日やらかしてます。 沖田　×華 すごいクルマ事典 横田　晃

海を破る者 今村　翔吾 リーマンの牢獄 齋藤　栄功 奇妙で不思議な土の世界 ジャクリーン・ストラウド

わたしは孤独な星のように 池澤　春菜 書店員は見た! 森田　めぐみ 猫の結婚式 安房　直子

笑う森 荻原　浩 それはわたしが外国人だから? 安田　菜津紀 あたしデイズ いとう　みく

町なか番外地 小野寺　史宜 シンデレラのおねえさん おくはら　ゆめ

にわか名探偵 大山　誠一郎 取り急ぎ、パソコン仕事の基本だけ教えてください! 大林　ひろこ わがしやパンダ 香桃　もこ

愚か者の石 河崎　秋子 いい人すぎるよ図鑑 明円　卓 かずさんの手 佐和　みずえ

詐欺師と詐欺師 川瀬　七緒 なぜ鏡は左右だけ反転させるのか 加地　大介 トクベツキューカ、はじめました! 清水　晴木

オパールの炎 桐野　夏生 なぜ、あの会社はつぶれないのか? 中日新聞編集局 まねをしました すず　きみえ

一番の恋人 君嶋　彼方 見やすい資料の一生使えるデザイン入門 森重　湧太 にじいろフェアリーしずくちゃん　8 友永　コリエ

黄昏のために 北方　謙三 転換の時代を生き抜く投資の教科書 後藤　達也 杉森くんを殺すには 長谷川　まりる

愚道一休 木下　昌輝 自分の親に読んでほしかった本 フィリッパ・ペリー 黄色い竜 村上　康成

ナイチンゲール7世 小林　光恵 介護のことになると親子はなぜすれ違うのか 神戸　貴子 スナックこども 令丈　ヒロ子

谷から来た女 桜木　紫乃 子どものために教師ができること 田中　博史

六色の蛹 櫻田　智也 手書き地図の教科書 手書き地図推進委員会 しごとのどうぐ 三浦　太郎

失踪人 小路　幸也 賢い子の「そうじ力」 舛田　光洋 なんのくるまにのるのかな? 小輪瀬　護安

シン人間失格 新堂　冬樹 最新ビジュアル恐竜図鑑 大阪万博1970 藤川　智子

告白撃 住野　よる 近視は病気です 窪田　良 まねっこにゃんころもち かのう　かりん

最後の甲賀忍者 土橋　章宏 世界最高のフィジカル・マネジメント 中村　豊 まほうの絵本屋さん 小手鞠　るい

ルーマーズ俗 堂場　瞬一 子どものためのベスト睡眠 愛波　あや みちくさ さとう　わきこ

鬼の哭く里 中山　七里 日本から薬が消える日 武藤　正樹 くもの日記ちょう 長　新太

ひとつの祖国 貫井　徳郎 本物を超えるニセモノの科学 齋藤　勝裕 もぐらけんせつ 長崎　真悟

同居鮨 原　宏一 日本文房具クロニクル もりのはなやさん ふくざわ　ゆみこ

古本食堂 原田　ひ香 妻より長生きしてしまいまして。 ぺこりーの せんろをたどってくねくねゴーゴー 間瀬　なおかた

東京ハイダウェイ 古内　一絵 この服で誰かに会いたくないなと思ったらその服は寿命 まーくんのあめのひ みかみ　えみ

当確師 正義の御旗 真山　仁 有賀薫のだしらぼ 有賀　薫 ちょっぴりながもちするそうです ヨシタケ　シンスケ

教祖の作りかた 真梨　幸子 おいしいご当地駅みやげ大百科　お菓子・スイーツ編 「旅と鉄道」編集部 わたしのすきなもの フランソワーズ

御庭番耳目抄 村木　嵐 大戸屋にっぽんの定食屋さんレシピ ノッポとチビのおはなし バーバラ・ブレナー

ブラッドマーク 堂場　瞬一 軽量登山入門 栗山　祐哉 ガスパール ベネチアへいく アン・グットマン

冬期限定ボンボンショコラ事件 米澤　穂信 推しことば類語辞典 山口　謠司

小説 児童書エッセイ等

◆ほかにもあります。ぜひ図書館へ！◆

実用書等

絵本
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦 北
消防署

芦 北
　警察署

秋季全国火災予防運動について
　１１月９日（土）から１１月１５日（金）ま
での７日間、秋季全国火災予防運動が実
施されます。冬が近づくにつれ空気が乾
燥し、火災が発生しやすくなります。
　また、気温の低下に伴い暖房器具の
使用も増えてきますので、より一層火災
予防の意識を持ち、火災の発生を防ぎ
ましょう。

 ・ 火を使用する際はそばを離れない。
 ・ 火を消したことを確認する。
 ・ 暖房器具の周りに燃えやすいものを置かない。
 ・ 消火器等を設置し、使用方法を確認しておく。

火災予防のポイント

〜沿岸犯罪、事故を防ぐ〜
　芦北警察署沿岸会議協会は、沿岸犯罪、事故の未然防止のため、
沿岸警備協力会会員と芦北警察署と合同で沿岸（海・陸）のパトロー
ルや広報活動等を行っています。

青
切
符　

車
と
同
じ　

自
転
車
も

今
月
の
交
通
安
全
指
導
員
川
柳

火災原因
実例１　たき火
　暖を取るために火を点けたが、消し方が不十
分で近くの物置に燃え移り火災が発生。

実例２　ストーブやヒーター
　暖房器具の周りに、衣類等を乾かすために置
いていたことで燃え移り火災が発生。

芦北警察署沿岸警備協力会の活動紹介

海上パトロール

海上パトロール

広報活動

犯罪思想の高揚

人 口　　　１４，９４９人　 （−３９）
男 　　　　７，０８６人　 （−２１）
女 　　　　７，８６３人　 （−１８）

65歳以上　　　　７，０７２人　 （　−８）
世 帯 数　　　　６，８８６世帯  （−１４）

人口のうごき（R6.10.1 現在）（　）内は前月比

10/23 水

24 木

25 金
26 土 ・芦北町文化祭

27 日
・芦北とりかい眼科 ( ☎︎ 82-5881)
・芦北町文化講演会（13：30 〜）
・衆議院議員選挙

28 月
29 火
30 水
31 木

11/1 金
2 土

3 日 ・百崎内科医院（☎︎ 87-1777)
・文化の日

4 月 ・六車医院（☎︎ 78-2012)

5 火

6 水

7 木

8 金
9 土 ・もやい祭り
10 日 ・竹本医院（☎︎ 86-0075）

11 月
12 火
13 水
14 木
15 金
16 土

17 日 ・芦北クリニック（☎︎ 86-1200）
・健康フェア

18 月
19 火
20 水
21 木
22 金

23 土
・松本医院（☎︎ 82-2019）
・勤労感謝の日
・芦北町演奏会（14：00 〜）

24 日 ・井上医院（☎︎ 82-2503）

25 月

R6.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 26 件
　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　     区　

91
75
91
92
89
83
91
86
75
91
83
89
73
94
75

計石西
乙千屋
宮浦

女島西
田浦１
海浦２
田浦３
湯浦南

井牟田２
米田

花岡東
道川内東

松生
田川

田浦町１

9.2
9.3
9.8
9.9
9.10
9.11
9.13
9.13
9.13
9.14
9.16
9.17
9.20
9.22
9.28

平浪　春行
上田　雅明
馬把　道葊
大㟢　シヅ子
村田　サナエ
中村　克紀
元田　國雄
今村　アツ子
俣溝　久幸
前田　ムツ子
河添　アツ子
藤井　サチヱ
枇杷木　博光
椎山　春義
橋口　勝昭

ご冥福をお祈りします

イベント・当番医カレンダー

花岡西
道川内西

R6.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 3 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

智成
裕人

9.1
9.10

吉村　優
ゆ う り

莉
原屋　凪

な ぎ
希

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　  　  区

女
男

お誕生おめでとう

今月の表紙

　全長２０cm、全国の平地から低産
地に生息する。
　小さい猛禽類ともいわれ、虫や小
動物を枝などに刺し「はやにえ」を
作ります。モズのオスは他の鳥の鳴
きまねが得意。毎年秋ごろ、本町知
人から鳴き声の報告に嬉しい秋告鳥
です。

スズメ目　モズ科
モ 　 ズ

（濱崎 猛さん提供）

芦北町公式
LINE

　芦北町では、お悔やみ情報をLINE
で確認できます。
　スマートフォンにアプリを入れて、
芦北町公式LINE を登録ください。

編
集
後
記

　
熊
本
県
内
の
市
町
村
の
広
報

紙
編
集
担
当
者
が
集
ま
り
、研

修
会
が
あ
り
ま
し
た
。年
に
数

回
集
ま
り
、広
報
の
作
り
方
に

つ
い
て
学
び
ま
す
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今
回
は
カ
メ
ラ
の
撮
影
に
つ

い
て
基
本
的
な
こ
と
か
ら
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
撮
っ
て
き
た
写
真
の

添
削
も
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、今
ま
で
自
分
で
は
タ
ブ
ー

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、覆
さ
れ

た
内
容
で
し
た
。

　

大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
、

講
師
の
先
生
お
疲
れ
様
で
し

た
。　　
　
　
　
　
　
（
田
中
）
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869-5498　
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☎️
  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

https://w
w

w
.tow

n.ashikita.lg.jp
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10/27　
開演 /13:30

しろやまスカイドーム

評
論
家

評
論
家

石石せ
き
せ
き

　　
平平へ
い
へ
い

　　
氏氏

入場
無料

とき

ところ

日

1962 年 1 月 30 日　中華人民共和国　四川省成都市生まれ　2007 年日本に帰化
　北京大学哲学部を卒業後、神戸大学文化研究科博士課程修了。
　『なぜ、中国人は日本人を憎むのか』（PHP 出版）を著して中国における反日
感情の高まりについて先見的な警告を発して以来、評論活動に入る。2007 年日
本国籍に帰化。産經新聞本紙にて「石平の China Watch」隔週コラム連載中。
「ビートたけしの TV タックルなどテレビ番組にも多数出演
◆著書　『「日中友好」は日本を滅ぼす！歴史が教える「脱・中国」の法則』（講談社 + α新書）

　　　　『謀略課たちの中国』（PHP 出版 ) など

10 月26 日（土）27 日（日）の２日間芦北町文化祭を開催します。
10月26日の8時45分からオープニングセレモニーを行います。

あしきた健康フェアあしきた健康フェア
開催日　11 月17 日（日）　場所　きずなの里

　9：00 〜　開会
　9：10 〜　各コーナー開始
　9：15 〜　こども体験
　　　　　（１クール30 分×4 クール）
 10：00 〜　健康ミニ講話①
 11：00 〜　健康ミニ講話②
 12：20 〜　各コーナー終了
 12：30 〜　閉会

○こども体験
　「薬剤師になろう！」
　「歯科衛生士になろう！」
○簡単手作りおやつ試食
○紙人形劇ガンバくん
○小中学校健康パネル展示

タイムスケジュール

○1 日350g 野菜見本
○薬膳料理パネル展示
○食の安全パネル展示
○団体活動パネル展示

○芦北高校農産物
　　　　加工品販売
○防災保存食試食
○防災用品紹介
○ボールすくい

○野菜摂取量測定
　「ベジメーター」
○血糖チェック
○物忘れチェック
○健康チェック

○健康ミニ講話
　（医師・歯科医師）
○健康相談（物忘れ相談）
○歯科相談
○こころカフェ

あしきた健康フェア実行委員会事務局（健康増進課内）　☎️（83）9674

＊問い合わせ先
スポーツ・文化振興課　文化振興係　☎️（87）1171

子どもの健康コーナー お楽しみ広場ほか

健康を見るコーナー健康を学ぶコーナー健康を測るコーナー

入場無料

＊問い合わせ先


